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ごあいさつ 

 

平和産業株式会社は、１９６３年の創業以来５０年あまりを人づくりと物づくりに打ち込んでまいりました。 

最近では、多種多様な工作機械を利用して航空宇宙部品を中心に新幹線車両、発電機器などの精密部品

の製造に取り組んでいます。 

そのような環境下、昨今の気象変動等への危機感の高まりを受け、「環境に優しい工場づくり」を目的に、こ

のほど当社量産拠点工場の一つである駒ケ根事業所において、エコアクション２１の環境認証取得に向けた

活動を開始しました。 

駒ケ根事業所は、「アルプスがふたつ映えるまち」駒ケ根市の美しい環境の中にあることから、地域の環境

保全に貢献すると共に、環境に対する社員の意識改革を進めてまいる所存です。 

これからも社会への貢献、会社の繁栄、従業員の幸福を実現するため、この道を一途に邁進いたします。 

今後とも皆様のご愛顧を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

                                                 平和産業株式会社  

                                                 代表取締役社長 八尾泰弘  
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１． 事業活動の概要と環境活動実施体制 

 

◆ 事業所名・所在地 

事業所名 ： 平和産業株式会社 船橋工場（本社） 

所在地         :  〒273-0024 千葉県船橋市海神町南 1-1544-10 

事業所名         :   平和産業株式会社 駒ヶ根事業所 

所在地 ： 〒399-4117 長野県駒ケ根市赤穂 330－13 

 

◆ 環境保全関係の責任者・担当者・連絡先 

代表者 ：  代表取締役社長兼駒ヶ根事業所長 八尾 泰弘 

環境管理責任者 ：  執行役員総務部長 皆木 和彦 

事務局 ：  駒ヶ根事業所総務課長 川手 真由美 

TEL ：  0265-81-1810 （駒ヶ根事業所） 

FAX ： 0265-81-6005 （駒ヶ根事業所） 

E-mail ： komagane@heiwasangyo.co.jp 

 

◆ 事業活動の内容 

航空宇宙部品、鉄道車両部品、発電機器部品、半導体装置部品他の製造・販売 

 

平和産業株式会社は、最新の切削加工技術による「ものづくり」を行っています。 

宇宙、航空機、電車、自動車、発電機設備及び各種金型等あらゆる分野の部品並びにそれらを

加工するための治工具の設計、製造および販売を行っています。また、加工材料もアルミやチタ

ンアルミ、ＣＦＲＰから耐熱ニッケル合金などの難削材まで広範な材料に及び、複雑な曲面加工・

精密加工を手掛けております。 

 

 

       機械加工による“メビウスの輪”            機械加工による”ト音記号” 
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◆ 事業規模 

売上高（2021年度）   24億円        

 船橋工場（本社） 市川工場 駒ヶ根事業所 松阪工場 宇都宮工場 合計 

従業員 72名 12名 62名 8名 18名 172名 

延べ床面積 1,943㎡ 1,564㎡ 7,739㎡ 4,475㎡ 3,096㎡ 18，817㎡ 

 

◆ 対象範囲（認証・登録範囲） 

登録組織名 ： 平和産業株式会社 

対象事業所 ： 駒ヶ根事業所 2019年 認証取得済 

船橋工場（本社） 2020年 認証取得 

対象外     ：  市川工場 2024年までに認証見込み（コロナ禍により計画延期） 

           松阪工場 2025年までに認証見込み（ 〃 ） 

           宇都宮工場 2026年までに認証見込み（ 〃 ） 

 

◆ 環境活動実施体制 

 

【対象事業所】

平和産業株式会社

駒ヶ根事業所及び船橋工場

駒ヶ根
検査工場

船橋工場
総務課

船橋工場
品質保証部

船橋工場
製造技術課

船橋工場

駒ヶ根
西工場

環境事務局
駒ケ根工場

代表者
社長兼所長

環境管理責任者
総務部長

環境推進委員会

駒ヶ根工場
総務課

駒ヶ根
北・南工場
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 役割・責任・権限 

代表者 

（社長兼所長） 

環境経営に関する統括責任 

環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備 

環境管理責任者を任命 

環境経営方針の策定・見直し 

環境経営目標・環境経営計画書を承認 

代表者による全体の評価と見直し、指示 

環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 環境経営システムの構築、実施、管理 

環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

環境経営目標・環境経営計画書を確認 

環境活動の取組結果を代表者へ報告 

環境経営レポートの確認 

環境事務局 

 

環境管理責任者の補佐、環境推進委員会の事務局 

環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

環境活動の実績集計 

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理 

環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

環境推進委員会 環境経営計画の審議 

環境活動実績の確認・評価 

部門長 

 

自部門における環境経営方針の周知 

自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施 

自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成 

試行・訓練を実施、記録の作成 

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

所属員 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 
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２．環境方針 

   

＜環境経営理念＞ 

私たちは経営目標として「社会への貢献」「会社の繁栄」「社員の幸福」に取組んでいます。 

そして、本業であるものづくりを通じて、自主的に地球温暖化問題への取り組みや地域の環境保全活動に

継続的に取り組みます。 

 

＜環境保全への行動指針＞ 

1. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 

2. 省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

3. 廃棄物の削減及び再生利用を行います。 

4. 適正な利用により水使用量の削減に努めます。 

5. 化学物質使用量の削減及び適正管理を行います。 

6. グリーン購入やグリーン調達を推進します。 

7. 製造サプライチェーンの自覚を持ち環境配慮を行います。 

8. 駒ケ根地域が誇る自然環境保護に組織として協力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制定日：2018年 8月 28日 

 

代表取締役社長 八尾泰弘 
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３．環境目標及び環境活動計画とその達成状況【駒ケ根事業所】 

 

◆ 環境目標 

2020年度を基準年度として、次の環境目標を設定しました。 

取組項目 

 基準値 環境目標 

単位 

2020 年度 

(2020.9 月～2021.8 月) 

2021 年度 

(2021.9 月～2022.8 月) 

2022 年度 

(2022.9 月～2023.8 月) 

2023 年度 

(2023.9月～2024.8月) 

二酸化炭素排出量削減（削減率 1％）    Kg-CO2 1,194,544 1,182,599 1,170,653 1,158,708 

生産高当たりの二酸化炭素排出量 

（㎏－CO2/百万円） 
 1,654 1,637 1,621 1,604 

電力使用量（削減率 1％） kWh 2,614,788 2,588,640 2,562,492 2,536,344 

自動車燃料使用量（削減率 1％） L 31,949 31,630 31,310 30，991 

産業廃棄物排出量（削減率 1％） ｋｇ 47,763 47,285 46,808 46,330 

不適合指数削減（前年度以下） - 0.014 前年度以下 前年度以下 前年度以下 

灯油  加工時の工場内温度の適正管理（冬季限定使用） 

LPG  手洗い場の節水、注意喚起 

一般廃棄物  分別の徹底、ｼｭﾚｯﾀﾞｰ廃紙のﾘｻｲｸﾙ、現場ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化 

水道水  節水ｼｰﾙの貼りつけ、注意喚起 

 

 

◆ 環境活動計画とその取組結果の評価 

取組項目 ・ 活動計画 取組結果・評価 

■二酸化炭素排出量の削減 

＜電力使用量削減＞ 

駒ケ根工場製造部 

・休日電源 OFFの継続 

・集塵機の廃止 

・作業ﾐｽによる不適合の削減 

 

駒ヶ根総務課 

・空調温度の適正化（冷房 26～28℃暖房 20～

22℃） 

・不要照明や休息時の消灯励行 

 

目標達成 

・休日に加工機および関連設備の電源を落として待機電

力削減が定着化 

・切粉集塵機・ｺﾝﾍﾞｱを撤去 

・不適合は前年より削減 

目標達成 

・適正温度での使用継続 

・不要照明・消灯の実施継続 

＜自動車燃料使用量削減＞ 

駒ヶ根総務課 

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ 

・ﾀｲﾔ空気圧等の自主点検 

・効率的なﾙｰﾄ配送 

 

目標達成 

・効率的なﾙｰﾄ、輸送物に合わせ車両を小型にし 

ﾛｽない配送を実施継続 
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■廃棄物排出量削減 

＜産業廃棄物削減＞ 

駒ヶ根工場製造部 

・切削液の濃度管理 

・DXの促進 

駒ヶ根総務課 

・廃油・廃液の再利用 

 

目標達成 

・切削液の濃度管理の継続実施 

・1人 1台づつﾊﾟｿｺﾝかﾀﾌﾞﾚｯﾄを支給、ｔeamsの活用 

目標達成 

・廃油はｽﾄｰﾌﾞの燃料に使用継続 

■製品の環境配慮 

駒ケ根工場製造部 

・作業ﾐｽによる不適合削減 

・事業再構築事業 

 北工場の設備更新 

・サプライチェーン補助事業 

 南工場（K4）に新設備 

目標達成 

・不適合件数は前年を下回った 

・北工場の設備を更新し半導体事業へシフトした 

・3工場を製品ごと特化した 

・南工場（K4）に大型加工機を導入、バックアップ機とした 

■緊急事態対応訓練 

駒ケ根事業所全体 

・避難訓練・消火訓練 年回実施 

 

 

 

駒ヶ根総務課 

・工場周辺道路の草刈り 

 

目標未達成 

・避難・消火訓練未実施 

・工場の設備更新に伴い、消火器等設備の点検を行った 

・避難路確保のためにも整理整頓、朝の人員報告の継続 

目標達成 

・草刈りは夏季から秋にかけ実施し、景観維持 

＜総合評価＞ 

・DX活用により、加工作業・問題点・情報等を現場と製造技術課・営業など他部署とリアルタイムに共有でき

るようになった。 

それにより、移動の削減・ペーパーレス化が促進された。 

・３工場を製品ごとに特化した、材料・製品・作業員の移動ロスが削減された。 

   

◆ 環境目標の達成状況（2021 年 9 月～2022 年 8 月） 

取組項目 単位 基準値 目標 実績 
基準に対して 

達成率 
評価 

二酸化炭素排出量（削減量 1％） Kg-CO2 1,194,544 1,182,599 1,086,571 10％減 〇 

生産高当たりの二酸化炭素排出量

（Kg-CO2/百万円） 
   1,654   1,637 1,267 23％減   〇 

電力使用量（削減量 1％） kWh 2,614,788 2,588,640 2,667,881 2％増 △ 

自動車燃料使用量（削減量 1％） L 31,949 31,630 30,032 7％減 〇 

産業廃棄物排出量 ｋｇ 47,763 47,285 49,210 3％増 △ 

不適合指数 ― 0.021   前年度以下    0.017   -  

※電力の調整後排出係数：0.379kg-CO2/kWh（中部電力 2020 年度） 
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＜達成状況の反省と展開＞ 

・航空機部品の需要増加がまだ先になる見通しだが、半導体関連は好調であったため機械稼働率は 

昨年より上がり電力使用量は目標を上回った。 

・タブレットの活用でペーパーレス化が進んでいる。 

・産業廃棄物は木製パレットの増加が原因。 

 

＜次年度の取組内容＞ 

 ・DXの推進・活用・・・各部署でどんなことに活用できるか 

 ・「半導体向けサプライチェーン補助事業」にともなうエリアの移設 

  ・木製パレットの自社処理 
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３．環境目標及び環境活動計画とその達成状況【船橋工場】 

 

◆ 環境目標 

2020年度を基準年度として、次の環境目標を設定しました。 

取組項目 

 基準値 環境目標 

単位 

2020 年度 

(2020.9 月～2021.8 月) 

2021 年度 

(2021.9 月～2022.8 月) 

2022 年度 

(2022.9 月～2023.8 月) 

2023 年度 

(2023.9月～2024.8月) 

二酸化炭素排出量削減（削減率 1％） Kg-CO2  452,001  447,481   443,006  438,576 

生産高当たりの二酸化炭素排出量

（㎏－CO2/百万円） 
     580     574    568     563 

電力使用量（削減率 1％） kWh 795,149    787,198    779,325    771,532 

自動車燃料使用量（削減率 1％） L 37,061    36,690    36,323    35,960 

産業廃棄物排出量（削減率 1％） ｋｇ 18,011 17,831 17,653 17,476 

不適合指数削減（前年度以下） - 0.003 前年度以下 前年度以下 前年度以下 

灯油  加工時の工場内温度の適正管理（冬季限定使用） 

LPG  手洗い場の節水、注意喚起 

一般廃棄物  分別の徹底、ｼｭﾚｯﾀﾞｰ廃紙のﾘｻｲｸﾙ、現場ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化 

水道水  節水ｼｰﾙの貼りつけ、注意喚起 

 

 

 

◆ 環境活動計画とその取組結果の評価 

取組項目 ・ 活動計画 取組結果・評価 

■二酸化炭素排出量の削減 

＜電力使用量削減＞ 

品質保証部、製造技術課、船橋工場 

・休日電源 OFFの継続 

・作業ﾐｽによる不適合の削減 

総務課 

・空調温度の適正化（冷房 26～28℃暖房 20～

22℃） 

・不要照明や休息時の消灯励行 

生産管理部 

目標達成 

・休日出勤、夜間勤務を局限することにより、電力使用量

の削減につなげた。 

・コロナ感染対策として換気を優先させたため、空調温度

の適正化については、余り厳格に運用しなかったが、大

きな問題とはならなかったと思料する。 

 

 

 

＜自動車燃料使用量削減＞ 

船橋工場全体 

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ 

・ﾀｲﾔ空気圧等の自主点検 

・効率的なﾙｰﾄ配送 

目標達成 

・輸送量の増減に応じ適宜、増・減便を行い、輸送の効

率化を図った。 
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■廃棄物排出量削減 

＜産業廃棄物削減＞ 

船橋工場 

・切削液の濃度管理 

・作業ミスによる不適合の削減努力を継続 

 

目標達成 

・今まで印刷していた工作図等を逐次、ﾀﾌﾞﾚｯﾄの利用を

開始 

・ペーパーレス化推進による削減成果はあったが、定量

化には至らず 

■製品の環境配慮 

船橋工場製造部 

・作業ﾐｽによる不適合削減 

目標達成 

・不適合指数の局限を実現 

■緊急事態対応訓練 

船橋工場全体 

・避難訓練・消火訓練 年 1回実施 

総務課 

・工場敷地内の除草   ・立木の伐採 

 

・5.4.21実施 

 

・除草剤の散布    ・周辺民家等への影響を局限 

＜総合評価＞ 

・昨年に続き、コロナ過で航空機需要が停滞しているため主に機体部品の機械稼働は低調。 

・ペーパーレス化をきっかけに現場関係者のタブレット活用が促進されている。 

・冷暖房効率の向上を図るため、事務所の窓の二重化を推進完了。 

 

 

 

◆ 環境目標の達成状況（2021 年 9 月～2022 年 8 月） 

取組項目 単位 基準値 目標 実績 
基準に対して 

達成率 
評価 

二酸化炭素排出量（削減量 1％） Kg-CO2  452,001  447,481   480,063      7％増 △ 

生産高当たりの二酸化炭素排出量

（Kg-CO2/百万円） 
     580    574    598        3％増   △   

電力使用量（削減量１％） kWh 795,149   787,198  857,516 8％増 △ 

自動車燃料使用量（削減量 1％） L 37,061    36,690 40,174  8％増 △ 

産業廃棄物排出量 ｋｇ 18,011 17,831 8,820 51％減 ○ 

不適合指数 ― 0.003 前年度以下    0.000     - ○ 

※電力の調整後排出係数：0.455kg-CO2/kWh（東京電力 2021 年度） 

＜達成状況の反省と展開＞ 

・コロナ禍による生産活動の停滞は、不安定ではあるが回復基調にあり、目標に対し削減はできなかった。 

・不適合指数は、基準値が高いレベルにあるにもかかわらず、目標を達成することができた。 

＜次年度の取組内容＞ 

・DX（デジタルトランスフォーメーション）の促進・定着 

・Teams及びタブレット活用の推進・定着 
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４．環境関連法規等の遵守状況、違反・訴訟等の有無 

当社の事業活動に関連する主な環境関連法規等は下記のとおりです。 

2021年 9月 1日、遵守状況の確認を行ったところ、結果は下記の通りであり違反はありません。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘や利害関係者からの訴訟は過去３年間ありません。 

適用される法規制等 法規制の内容 
遵守 

状況 

廃棄物処理法 

産業廃棄物（金属類・廃プラ類・廃ガラス・廃油・ 

木製パレット）保管基準 

ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付 

産業廃棄物管理交付等状況報告書の提出 

遵守 

騒音規制法（船橋） 
特定施設の事前届出：第 3種区域 

地域別騒音基準の遵守：規制値 65ｄB 
遵守 

水質汚濁防止法 油等の流出事故時の処置 遵守 

化学物質排出把握管理促進法 PRTR物質の把握 遵守 

労働安全衛生法 ＳＤＳ義務 674物質のリスク評価 遵守 

消防法 危険物（灯油）の保管・管理 遵守 

フロン排出抑制法 業務用空調機・コンプレッサ・定期点検等 遵守 

 

 

５．外部からの環境上の苦情・要望等 

2021年 9月から 2022年 8月まで環境上の苦情・要請等ありませんでした。 

 

 

６．環境上の緊急事態の想定・対策及び訓練結果 

想定される事態 対策 訓練実施 評価 

火災・地震 火災対応手順書（駒ケ根） 

消防計画（船橋） 
年 1回実施 

情報伝達・避難経路・消火器・担架設置場

所の確認 

消火器・消火栓の使い方の確認 

油漏れ 油漏れ対応手順書 年 1回実施 日常点検とウェス、中和剤を備えておく 

落雷による停電 電力会社等の落雷情報および実際

の空の様子から工場へ無線で連絡 

 瞬停で加工機の電源が落ちる場合がある

ので無線連絡は有効 
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７．問題点の是正処置及び予防処置の結果  

① 事業再構築補助事 

 

※既存工場は日断熱構造であったため、ソフトウォールルームを設置することにより、 

工場の空間体積を小さくし、エアコンの効率をアップさせた。 

 

② サプライチェーン補助事業 

 

※工場間の材料・製品・作業員の移動ロスが削減できた 
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８．代表者による全体の評価と見直し 

2022年 8月 30日、代表者による取組の見直しを行い次の結果が得られました。 

インプット（審議事項） アウトプット(見直し結果:社長指示) 

 

ECO活動の持続的推進 

＜方針＞ 

前年の活動を継続 

「ECO と継続性に重きを置いた指示を意識」 

＜目標＞ 

1.ペーパーレスシステムの構築 

2.各自の力量管理をデジタル環境の利用で定着させる 

3.DXの推進により、各種指示・調整の合理化をはかる 

 

 

＜全体の評価と見直し＞ 

 コロナ禍 3 年が通常に戻りつつある中で、当社売上ベースで今期 8 月期には 2019 年 8 月レベル（過去

最高売上）に達する見通しである。 

その中で、人員ベースで 195名が 165名にて運営できている現状で、事業内容に幾分かの変化があること

を加味しても 2割程度の生産性向上が成果として出ていると評価できる。 

さらに、残業時間も一人当たりで 2割程度の削減が見られることから、人的、資源的なエネルギー投入量の

削減が果たされていると思われる。 

本成果は、計画的なものではなくコロナ禍における DX を中心とした環境整備やそれを扱う社員のレベル

向上、時間が調整できて社内学びなおしのアプリ開発機会などの成果が想定以上に事業再立ち上げに寄

与していると各部署で感じられている。 

 また、問題解決にDXツールである Teamsを活用することで知見が上司部下を選ばす発信され基本的な

考え方の中にコスト削減＝それは価格だけでなくエコなシステムなのか？ 

継続可能な手段なのかを問い直しながら進めるエコアクション意識の成果とも考えられる。 

今後は、人工知能の発達で相談先も増えたうえで、テーマ事の参加者が複数化できる環境が整うことで、

さらに小さな投入で大きな成果を目指せる製造事業が行えるものと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


